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高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
（
Ｈ
Ｌ
Ｗ
）
の
処
分
問
題
に
つ

い
て
知
識
を
深
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
一
二
月
七
日
、

福
井
市
で
開
催
さ
れ
た
。
若
い
世
代
に
「
自
分
事
」
と
し
て

原
子
力
問
題
に
一
層
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
福

井
工
業
大
学
ら
が
中
心
と
な
っ
て
主
催
し
て
い
る
こ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
今
回
で
一
四
回
目
の
開
催
。
こ
の
日
は
福

井
県
内
か
ら
同
大
の
ほ
か
、
福
井
大
学
、
福
井
県
立
大
学
、

福
井
南
高
等
学
校
か
ら
三
四
名
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
講
師
と
し
て
、
日
本
原
子
力
産
業
協
会
の
武
田

調
査
役
お
よ
び
杉
山

調
査
役
が
Ｈ
Ｌ
Ｗ
処

分
問
題
に
つ
い
て
講

演
。
な
ぜ
地
層
処
分

方
式
が
選
ば
れ
た
の

か
、
人
間
や
環
境
へ

の
影
響
、
先
行
す
る

海
外
事
例
な
ど
を
紹

介
す
る
と
、
学
生
た

ち
は
真
剣
な
様
子
で

聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
学
生
た

ち
は
五
つ
の
班
に

分
か
れ
、
教
育
現
場
な
ど
で
も
用
い
ら
れ
る
デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー

ム
、
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
を
通
し
て
Ｈ
Ｌ
Ｗ
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
へ
の
理
解
・
関
心
を
さ
ら
に
深
め
る
取
組
に
挑
戦
。
福
井

工
業
大
学
の
学
生
が
考
案
し
た
も
の
で
、
ゲ
ー
ム
内
で
エ
メ

ラ
ル
ド
を
集
め
て
い
く
過
程
で
、
次
々
と
ク
イ
ズ
が
出
現
し
、

正
解
す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
て
い
く
。
そ
の
ポ
イ

ン
ト
の
合
計
数
を
各
班
で
競
い
合
う
仕
組
み
。
ク
イ
ズ
の
答

え
を
導
く
た
め
に
は
、
配
布
資
料
を
読
み
返
し
、
同
じ
班
の

メ
ン
バ
ー
と
の
意
見
交
換
が
必
要
に
な
る
た
め
、
メ
ン
バ
ー

同
士
、
活
発
な
議
論
が
生
ま
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
ア
イ
デ
ア
バ
ト
ル
と
呼
ば
れ
る
問
題
が
出
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
を
受
け
て
話
し
合
っ
た
結
果
を
会
場
全
体

に
発
表
す
る
ル
ー
ル
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
間
は
ゲ
ー
ム
が

一
時
中
断
さ
れ
る
。
各
班
、
必
ず
一
回
以
上
、
発
表
の
タ
イ

ミ
ン
グ
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
や
意
見
に
触
れ
な
が

ら
、
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
に
活
か
す
訓
練
に
な
っ
て
い
た
。

　

例
え
ば
、「
地
層
処
分
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
」
の
問
い
に
は
、「
発
電
か
ら

放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
ま
で
、
福
井
県
の
み
で
実
現
で
き
れ

ば
、
そ
れ
は
一
種
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
な
る
の
で

は
な
い
か
？
」
と
い
っ
た
意
見
が
飛
び
出
た
。
た
だ
、
そ
れ

に
対
し
て
「
経
済
性
や
公
平
性
の
観
点
か
ら
全
国
に
分
散
す

る
こ
と
も
大
切
で
、
各
県
に
自
分
事
と
し
て
こ
の
問
題
を
捉

え
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ
が
っ
た
。
ま
た
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
政
策
や
技

術
、
再
エ
ネ
の
活
用
方
法
を
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
」
の
問

い
に
は
、「
各
個
人
に
よ
る
省
エ
ネ
家
電
の
導
入
な
ど
の
努

力
を
し
つ
つ
、
今
あ
る
発
電
施
設
の
有
効
活
用
、
新
型
革
新

炉
や
ア
ン
モ
ニ
ア
発
電
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
技
術
の

導
入
を
模
索
し
て
い
く
べ
き
だ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。

「
あ
な
た
の
住
む
街
に
処
分
場
が
来
た
ら
ど
う
す
る
？
」
と

い
っ
た
問
い
に
は
、
原
子
力
施
設
等
へ
の
立
地
に
伴
う
地
域

振
興
の
例
を
用
い
て
、
反
対
す
る
人
々
と
積
極
的
に
意
見
を

交
換
し
合
う
、
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。（
以
上
、
原
子
力

産
業
新
聞
記
事
「
Ｈ
Ｌ
Ｗ
処
分
問
題 

福
井
県
の
学
生
が
活

発
議
論
」
よ
り
転
載
。
図
中
ｕ
ｒ
ｌ
参
照
）

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
地
に

生
き
る
動
物
（
そ
の
六
）
を
紹
介
し
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
市
の

南
東
か
ら
北
西
に
向
か
っ
て
流
れ
る
ド
ナ
ウ
川
は
、
ヴ
ォ

ル
ガ
川
に
次
ぎ
欧
州
二
番
目
に
長
い
大
河
。
川
幅
は
場
所
に

よ
っ
て
異
な
る
が
、
平
均
的
に
は
約
二
○
○
〜
三
○
○
メ
ー

ト
ル
程
度
、
深
さ
は
最
大
約
五
〜
七
メ
ー
ト
ル
程
度
。
ド
ナ

ウ
川
周
辺
に
は
多
く
の
水
鳥
が
生
息
し
て
い
る
が
、
今
回
は

主
に
カ
モ
類
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
マ
ガ
モ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
全
域
で
広
く
分
布
す
る
最
も
一
般
的
な
カ
モ
で
、
オ
ス
は

鮮
や
か
な
緑
色
の
頭
部
が
特
徴
で
、
メ
ス
は
茶
色
の
羽
毛
で

目
立
た
な
い
色
を
し
て
い
る
。
コ
ガ
モ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

含
む
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
繁
殖
し
、
冬
に
な
る
と
渡
り
を
行

う
。
オ
ス
は
頭
部
に
茶
色
と
緑
の
模
様
を
持
つ
。
オ
ナ
ガ
ガ

モ
は
、
オ
ス
は
細
長
い
尾
羽
と
白
い
首
元
の
模
様
が
特
徴
的
。

渡
り
鳥
で
、
冬
季
に
ド
ナ
ウ
川
流
域
に
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

ヒ
ド
リ
ガ
モ
は
、
オ
ス
は
栗
色
の
頭
部
と
黄
色
い
前
頭
部
が

特
徴
的
な
冬
季
に
ド
ナ
ウ
川
沿
い
に
現
れ
る
こ
と
が
多
い
渡

り
鳥
。
ウ
ィ
ー
ン
の
ド
ナ
ウ
川
周
辺
で
最
も
一
般
的
に
見
ら

れ
る
水
鳥
は
ハ
ク
チ
ョ
ウ
。
特
に
ド
ナ
ウ
川
や
そ
の
周
辺
の

水
域
で
は
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
群
れ
が
優
雅
に
泳
ぐ
姿
が
頻
繁

に
観
察
さ
れ
る
。

　

一
方
、
京
都
市
内
を
北
か
ら
南
に
流
れ
る
鴨
川
の
川
幅
は
、

場
所
に
よ
っ
て
か
な
り
変
わ
る
が
、
一
般
的
に
は
約
二
○
〜

五
○
メ
ー
ト
ル
程
度
、
川
の
深
さ
は
、
通
常
は
数
十
セ
ン
チ

か
ら
一
メ
ー
ト
ル
程
度
と
ド
ナ
ウ
川
に
比
べ
る
と
か
な
り
小

規
模
で
あ
る
。
雨
が
降
っ
て
増
水
し
た
場
合
に
は
深
さ
が
増

す
が
、
普
段
は
浅
瀬
が
多
く
、
子
ど
も
が
水
遊
び
を
し
た
り
、

飛
び
石
を
渡
る
よ
う
な
風
景
が
見
ら
れ
る
。
鴨
川
周
辺
に
生

息
す
る
カ
モ
類
の
う
ち
、
カ
ル
ガ
モ
は
、
一
年
中
最
も
見
ら

れ
る
留
鳥
で
、
川
や
池
な
ど
の
淡
水
域
に
生
息
。
雑
食
性
で
、

水
生
植
物
や
小
魚
、
昆
虫
な
ど
を
食
べ
る
。
繁
殖
期
に
は
河

川
敷
や
水
辺
の
草
地
に
巣
を
作
る
。
川
辺
で
泳
ぐ
姿
や
親
子

で
行
動
す
る
微
笑
ま
し
い
光
景
が
よ
く
観
察
さ
れ
る
。
マ
ガ

モ
は
、
冬
季
に
飛
来
す
る
渡
り
鳥
で
、
主
に
水
面
で
採
食
す

る
。
オ
ス
は
光
沢
の
あ
る
緑
色
の
頭
部
が
特
徴
的
。
水
生
植

物
や
小
魚
、
昆
虫
な
ど
を
食
べ
る
雑
食
性
。
コ
ガ
モ
は
、
冬

季
に
見
ら
れ
る
小
型
の
カ
モ
で
、
群
れ
で
行
動
す
る
こ
と
が

多
い
。
水
辺
の
草
地
や
浅
瀬
で
採
食
し
、
植
物
の
種
子
や
小

さ
な
無
脊
椎
動
物
を
食
べ
る
。
マ
ガ
モ
と
コ
ガ
モ
は
、
主
に

シ
ベ
リ
ア
や
極
東
ロ
シ
ア
な
ど
の
北
方
地
域
か
ら
飛
来
し
て

日
本
で
越
冬
す
る
渡
り
鳥
で
あ
り
、
冬
の
鴨
川
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
冬
期
に
ド
ナ
ウ
川
の

河
畔
か
ら
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
観

察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
京
都

で
も
学
生
時
代
や
教
員
時
代

に
鴨
川
に
掛
か
る
橋
の
上
か

ら
、
カ
ル
ガ
モ
を
良
く
見
た

も
の
で
あ
る
。
今
月
も
両
地

に
生
き
る
動
物
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し

つ
つ
、
ド
ナ
ウ
川
に
舞
う
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
写
真
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
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杉
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授

　
　
　
　
　
　
　

 

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
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ン
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純
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子
力
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